
  1634 

国際ロータリー第 2620地区  藤枝南ロータリークラブ会報  2026年 5月 15日（金）Ｎo.29 

例 会 第１６３４回 通常例会/小杉苑  

ソング：君が代、奉仕の理想 ソングリーダー：山田幸保君 

■ 会 長 挨 拶           鈴木寿幸君 

皆さんこんにちは、本日も藤枝南ロータリーク

ラブの例会にご出席いただきありがとうござい

ます。前回、第 1633 回の移動例会は、4 月 26 日

（日）に静岡ツインメッセで開催されました国際

ロータリー第 2620地区クラブ・リーダーシップ・

ラーニング・セミナー（CLLS）でしたので、通常

の小杉苑での例会で皆さんとお会いできるのは、

1か月ぶりということになります。昨年 4月 20日

に、伊東西ロータリークラブをホストクラブとし

て、ＺＯＯＭで開催されました地区研修・協議会

において、2026年度地区クラブ・リーダーシップ・

ラーニング・セミナーのホストクラブに「藤枝南

ＲＣ」が指名されました。早川 実行委員長を中

心に、総務委員長の佐野芳正さん、地区幹事の富

沢賢一さん松浦正秋さん、古川健吾さん、小島英

公（ひでき）さん他、地区幹事に皆さん、藤枝ク

ラブ等のパスト会長の協力を得て、準備を進めて

まいりました。2 月 28 日（土）に ZOOM で開催さ

れました「地区チーム研修セミナー」3 月 22 日

（日）小杉苑で開催されました「会長エレクトラ

ーニングセミナー（PELS）」に続く、若林会長エレ

クト事務所が主管する最後のセミナーです。 

まず第 1に、前年度までの 6年間は、ＺＯＯＭ

での開催でしたので、対面開催のリアルなセミナ

ーの会場をどこにするのか。出席者 800名を収容

して、朝 9：00受付から閉会の点鐘 16：00の 7時

間で、本会議・分科会・全体会議がスムーズにで

きる施設ということで、検討を重ねた結果、会場

を「ツインメッセ静岡」にお願いすることとなり

ました。 さて、このクラブリーダシップ・ラー

ニング・セミナーは、ガバナー・ガバナーエレク

ト・地区の役員等の皆様と 2026-27年度の会長・

幹事、各委員長の指導者が、各自の知識やスキル、

考え方などを共有し、単に「情報を聞いた・読ん

だ」ではなく、自分の中で理解して使えるように

なるための勉強会であり、さらには、次年度

22026-27 年度 RI 会長メッセージ「持続可能な

インパクトを生み出そう」ということを推進して

いくセミナーでもあります。分科会の意見交換等、

参加された皆さんの真剣な眼差しと笑顔が、今で

も印象に残っております。 

本会議では、理解しやすい言葉で次年度方針を

説明された若林ガバナーエレクト、資料説明をさ

れた竹田地区幹事、全体会議では、分科会リーダ

ー報告をされました 次期公共イメージ委員会

委員長の杉山茂範（しげのり）さん、次期米山記

念奨学委員長の内山淑夫（よしお）さん、開会の

点鐘から閉会の点鐘まで、ニュースキャスターを

思わせる絶妙の司会を務めた次期地区副幹事の

鈴木健夫さん、に感謝・感謝・感謝して本日の会

長挨拶とさせていただきます。 

最後に本日の例会が、ご出席の皆様の新たな発

見や気づきの例会になることを願っております。

本日もどうぞよろしくお願いいたします。 
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■ 出 席 報 告           富澤賢一君 

本日のホームクラブ 

出席者 
前回の補正出席者 

45／49 91.83％ 45／49 91.83％ 

 

(１)欠席者（事前連絡とメークアップをどうぞ） 

〇川口君○鷺坂君〇鈴木健君〇早川君 

(１)メークアップ者 

 

パーフェクト例会数：                                                       

       

欠席連絡は、当日朝１０時前までにお願いします 

 

■ スマイル B O X        富澤賢一君 

・誕生日プレゼントありがとうございます。 

 日々是好日 52歳も頑張ります。古川賢吾君 

・結婚記念お祝いありがとうございました。 

                江﨑直利君 

・妻の誕生祝いありがとうございます。 

                伊藤彰彦君 

・妻の誕生日プレゼントありがとうございます

そして結婚記念プレゼントありがとうござい

ます。            秋谷貴也君 

・先日の CLLS 会員皆様の御協力によりつつがな

く終えることができました。ありがとうござ

います。           若林秀典君 

・結婚記念日のプレゼントありがとうございま

す。              望月誠君 

・中村 PDGと一緒に浜松から東京まで 280㎞自

転車で行ってきます。ロータリー財団への寄

付をお願いします。      小嶋英公君 

・母の葬儀に際しましては誠にありがとうござ

いました。          植田裕明君 

スマイル累計額 ７６３，６０２円 

 

PELS並びに CLLS設営協力のお礼 

 去る 3 月 22 日にコスギエンにて会長エレクト

ラーニングセミナー(以下、PERS という)そして、 

4 月 26 日にツインメッセ静岡においてクラブリ

ーダーシップラーニングセミナー（以下、CLLSと

いう）が、当クラブが主管にて開催されました。 

 これらのセミナーは、次年度に向けた行動計画

の策定と実践の準備をするための重要な機会と

位置付けられています。ロータリー章典に基づき

ガバナーエレクトが主催する地区三大研修の内

の二つの研修会であり、PERSは 200人規模、CLLS

は 900人規模のイベントでした。 

 当クラブからは、地区出向役員の他多くの会員

にお手伝いをいただき、両セミナーともに恙無く

円満円滑に運営の上盛会理に開催できました。 

 若林ガバナーエレクトのガバナー就任に向け

おおいに盛り上がったものと考えます。皆様のご

協力に深く感謝申し上げます。誠にありがとうご

ざいました。 

 さて、本年 10月 24日(土)、25日(日)には、地

区大会が渡邊博文実行委員長のもと静岡県武道

館(藤枝市前島)で開催される予定です。皆様の引

き続きのご協力をよろしくお願いいたします。 

          実行委員長 早川清人君 

 

■ 会 員 卓 話                        

森下傑君 

皆さんこんに

ちは。スピーチ

が大嫌いな自

分には辛い時

間がきました。 

卓話の前に知

っている人も

いるかもしれませんが 2年前に運転免許を無くし

てこの例会も自転車で通ったりメンバーに車で

迎えに来てもらって助けて頂きました。改めて助

けて頂いた人に感謝を申し上げます。多分皆さん

は飲酒だと思っているかもしれないですけど飲

酒ではなく累積で一旦停止、携帯電話、トドメに

玉突き事故で免停ではなく免取りになりました。

本当に免許が無いと大変です。気をつけた方がい

いです。 

さて、本題のテーマの『趣味と特技』です。 

趣味は仕事です。27歳から独立をしてこんなにス

リルある人生ゲームをしてると楽しくてたまり

ません。この趣味で得た事が 2つあります。我慢

と責任感です。10 代 20 代中盤くらいまではチャ

ランポランに生きていたので我慢はせず昔はか

食事準備数 食事提供数 残 累計残 

49 48 1 23 
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なり短気でした。 

ターニングポイントは 25 歳の時に死にかける事

件を起こし真面目に自分と 1年向き合ってどう生

きるか考えました。それから個人事業主でスター

トし独立してから適当ではなく真剣に頑張って

みようと決心して今は会社にもなり 11年目です。 

このロータリークラブに 34 歳で入らせて頂いた

時には社員が 1人でしたが今現在 7人になり非常

にこの人間達を食わせていかなければならない

と責任感を感じています。色んな事がありました

けど今現在も自分の夢を持ち精進して進んでる

途中です。 

もう一つの新しく出来た趣味は旅行です。 

このクラブに入り北海道旅行に連れて行っても

らって衝撃を受けたのを覚えてます。 

2泊 3日でこんな飲んだのはなかったです。 

その後も熱海 富山 韓国 プライベートで山

梨 愛媛 色々行き現地の食べ物 飲み物を楽し

みました。 

明日も BOSS達と山梨に行きます。楽しみです。 

 

 

松浦正秋君 

２年前より

乗馬をやって

います。馬は、

体重５００ｋ

ｇの大きな体

ですが、優しい

眼差しに癒さ

れながら、心と

体のリフレッシュにと続けています。 

 インストラクターが馬の引手を持ってのゆっ

くりとした散歩程度の体験から始まった乗馬が、

毎週のレッスンを受けることで、自分自身のコン

トロールで馬を速く走らせるようになってきま

した。 

 馬も生き物ですので性格が様々で一頭一頭異

なり、上手にやる気にさせて動いてもらうことが

レッスンのポイントになります。馬にとっては、

背中に人間を乗せての運動となるため、如何に乗

り手である人間が馬の動きの邪魔をしないかが

重要となります。しかしながら、動いている馬の

背中は上下左右前後と揺れますので、バタバタと

余分な動きや力をいれてしまいます。馬の上で何

もしていないように見えるのにしっかり馬が動

いてくれるようになればと思います。楽しい趣味

に出会えましたので、健康維持のためにも長く続

けていきたいです。 

 また、茶道も始めました。大河ドラマ等を観て

いると武将達や時の権力者が茶道を嗜むシーン

がよくでてきます。茶道には人を引き付ける何か

があるのかな？という疑問を以前より抱き、興味

深く本を買って読んだりしていました。いざ、習

うとなると当てがなくそのままになっていまし

た。 

 ２年前の春、広報ふじえだの習い事サークルの

募集欄に表千家茶道の記載があり、参加すること

にしました。しかし、十数人の参加者が交互に練

習をしているため、全くの初心者が学ぶには相当

な時間がかかりそうだと思い、２カ月で退会をし

ました。個人的な指導が必要と考え、サークルの

講師の先生に指導をお願いすることにしました。 

 １回１時間の稽古を月２回のペースで始める

こととなりました。正座に苦労をしますが、少し

ずつ覚えて続けています。最近は、稽古を月３回

に増やしてもらい上達に励んでいます。一日も早

くお茶の心みたいなものの一端が分かるように

なれたらと思います。 

 今年、前期高齢者という年齢を迎えますので、

楽しい老後のために、乗馬や茶道等の趣味を長く

続けていけたらと考えています。 

 

 

例会プログラム

 

 

例会日 クラブ行事 摘要 

5/23(土) 

第 1635 回 
親睦旅行 福岡 

5/28（木） 

第 1636回 
35 周年記念 小杉苑 

6/5(金) 

第 1637回 
旅行報告 理事会 

6/12(金) 

第 1638 回 
早朝例会  
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■ 今週の一言         渡辺哲朗君 

「強気をくじき、弱

気を助ける」という

言葉があります。 

私が子供の頃、家の

近くに映画館があ

りまして、江崎さん

がやっていた「旭光

座」という映画館で

すが、そこでは時代劇のチャンバラ映画をよく 

やっていました。 一人の旅の三度笠がやって来

て、その土地のトランプのような横暴な悪い奴ら

をやっつける。そして困っている人や苦しんでい

る人を助けて、一人静かに去って行く。そういう

映画がよくありました。 自分も子供心に、大き

くなったら“ああいう人”になりたいと思いま

した。 しかし、大人になって、いざ社会に出て

みると、強い者には一生懸命忖度をして、弱い者

には高飛車に出る、そういう人間になってしまい

ました。 とても残念です。今度、生まれ変わっ

たら、もう少し“骨のある人間”になりたいと思

います。 

 

 

■ 米 山 記 念 奨 学 生 近 況 報 告  

フィオティリスウェイさん 

最近の状況とこ

れからの計画 

1. 今の状況と

これからのこと 

急に忙しくなっ

た: 3 年生にな

ってから、大学

のことにプラス

して将来のことも考えなきゃいけなくなって、一

気に忙しくなりました。 

就活をスタート: 正直、就活は 4年生になってか

らマイペースにやればいいやと思っていました。

でも、先輩たちに「そんなに甘くない！今すぐ動

いたほうがいい」とめちゃくちゃ言われたので、

焦って就活イベントとかに行く準備を始めてい

ます。 

2. インターンシップの予定変更 

JICAのミス: 本当は JICAのフィールドワークに

行きたくて準備してたんですけど、やることが多

すぎて、気づいたら締め切りを過ぎていました

……。これは本当にショックでしたが、もう来年

リベンジするしかないので切り替えます。 

国連（UN）のインターンに挑戦:  来年まで何もし

ないのはもったいないので、その代わりに国連関

係の組織のインターンに挑戦しようと思ってい

ます。今はその募集を探して準備中です。 

3. テストの勉強 

将来の選択肢を広げるために、語学の資格も同時

進行でがんばっています。 

TOEIC: 英語のスコアを上げるために勉強中。 

韓国語のテスト: 韓国語も並行して進めていま

す。 

4. これからやること 

JICA の締め切りを逃したのは大失敗だったけど、

落ち込んでる暇はないので、国連のインターンと

語学の勉強に集中します 

後は 就活イベントのスケジュールをチェックし

て参加すること、国連関係のインターン情報を集

めて応募することと TOEICと韓国語の勉強を毎日

コツコツやるです。 
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（担当/秋谷貴也君） 

おめでとうございます！ 


